
東京都北区議会 

平成 2２年第１回定例会で可決した意見書 

 

・都市再生機構賃貸住宅居住者の居住の安定に関する意見書 

 

・子ども手当財源の地方負担に関する意見書 

 

・介護保険制度の抜本的な基盤整備を求める意見書 



 

 

都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
居
住
者
の
居
住
の
安
定
に
関
す
る
意
見
書 

 
政
府
は
都
市
再
生
機
構
を
含
む
全
て
の
独
立
行
政
法
人
の
見
直
し
を
す
る
た
め
の
準
備
に
着
手
し
、
本

年
四
月
以
降
に
は
事
業
仕
分
け
作
業
を
行
う
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
規
制
改
革
会
議
は
昨
年
十
二
月
に
「
規
制
改
革
の
課
題
」
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
都
市
再
生
機

構
に
対
し
、
定
期
借
家
契
約
の
導
入
を
年
度
内
に
行
う
よ
う
要
求
し
て
い
る
。 

北
区
に
は
都
市
再
生
機
構
の
団
地
が
十
二
団
地
あ
り
、
そ
の
合
計
戸
数
は
一
万
三
千
二
百
戸
を
超
え
る

が
、
多
く
の
団
地
で
高
齢
化
が
進
み
、
収
入
面
で
も
公
営
住
宅
入
居
階
層
が
大
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
居
住
者
の
大
半
は
今
の
団
地
で
の
永
住
を
希
望
し
て
お
り
、
ま
た
長
年
に
わ
た
る
居
住
者
の

自
治
会
活
動
等
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
成
熟
し
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
積
極
的
な
貢
献
を
し

て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
事
業
仕
分
け
や
定
期
借
家
契
約
導
入
が
行
わ
れ
れ
ば
、
団
地
を
か
け
が
え
の
な
い

生
活
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
損
な
い
か
ね
な
い
と
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

よ
っ
て
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
居
住
者
の
居
住
の
安
定
の
た
め
左
記
事

項
の
実
施
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

記 

 

一
、
独
立
行
政
法
人
見
直
し
に
お
け
る
都
市
再
生
機
構
の
事
業
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
再
生
機

構
賃
貸
住
宅
の
存
在
と
役
割
の
重
要
性
を
明
確
に
し
、
居
住
者
の
居
住
の
安
定
策
を
推
進
す
る
こ
と
。 

二
、
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
が
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
公
営
住
宅
入
居
階
層
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
公
営
住
宅
に
準
じ

た
家
賃
制
度
の
導
入
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
等
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
制
度
に
改

め
る
た
め
の
検
討
を
行
う
こ
と
。 

三
、
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
の
再
編
（
売
却
・
削
減
、
民
営
化
等
）
の
方
針
を
見
直
し
て
、
公
共
住
宅

を
守
る
見
地
か
ら
の
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
。 

四
、
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
へ
の
定
期
借
家
契
約
導
入
は
、
公
的
住
宅
と
し
て
の
役
割
に
そ
ぐ
わ
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
破
壊
等
に
つ
な
が
る
反
面
、
積
極
的
意
義
が
無
い
の
で
取
り
止
め
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日 

 

 

東
京
都
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長 
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内
閣
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理
大
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由
紀
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土
交
通
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閣
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新
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子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
関
す
る
意
見
書 

 
政
府
は
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
こ
の
制
度
は
子
育
て
を
社
会

全
体
で
応
援
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
財
源
に
つ
い
て
、
政
府
は
当
初
、
「
全
額
国
庫
負
担
」
と

明
言
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
方
法
は
、
子
ど
も
手
当
と
現
行
の
児

童
手
当
を
併
給
さ
せ
る
と
い
う
『
変
則
』
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に
聞
く
こ
と
も
な
く
決
定
し
た
こ
と
は
、
地
方
と
国
の
信
頼
関
係
を
損
な

う
危
惧
を
感
じ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
政
府
の
真
摯
な
対
応
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
が
さ
れ
る
よ
う
強

く
求
め
る
。 

 

記 

 

一
、
二
〇
一
一
年
度
以
降
の
子
ど
も
手
当
の
本
格
的
な
制
度
設
計
に
お
い
て
は
、
政
府
が
当
初
明
言
し
て

い
た
通
り
、
全
額
国
庫
負
担
と
し
、
新
し
い
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
。 

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
事
務
負
担
や
費
用
負
担
に
つ
い
て
十
分
配
慮

す
る
こ
と
。 

二
、
子
ど
も
手
当
の
よ
う
な
現
金
の
直
接
給
付
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
整
備
に
も
配

慮
し
て
い
く
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日 
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官
房
長
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平 
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殿 

内
閣
府
国
家
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担
当
大
臣 
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由 
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介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基
盤
整
備
を
求
め
る
意
見
書 

 
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
十
年
を
迎
え
た
が
、
介
護
現
場
で
は
深
刻
な
問
題
が
山
積
し
て

い
る
。
特
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
は
四
十
二
万
人
に
も
上
り
、
在
宅
介
護
に
お
い
て
も

家
族
の
心
身
の
負
担
な
ど
深
刻
で
あ
る
。
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
要
介
護
認
定
者
と
そ
の
家
族
、
そ

し
て
介
護
事
業
者
お
よ
び
介
護
現
場
で
働
い
て
い
る
人
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
に
か
か
わ
る
方
々
か
ら
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
介
護
施
設
の
確
保
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
介
護
報
酬
や
処
遇
の
改
善
な
ど
を

要
望
す
る
切
実
な
声
が
数
多
く
上
が
っ
て
き
て
い
る
。 

し
か
も
、
十
五
年
後
の
二
〇
二
五
年
に
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
ロ
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
進
展
す
る
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
「
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
す
に
は
、
介
護
施
設
の
大
幅
な
拡
充
や
在
宅
介
護
の
支
援
強
化
、
利
用
者
負
担
の
抑
制
、

公
費
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
な
ど
、
必
要
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
二
〇
一
二
年
に
行
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
改
正
で
は
、
抜
本
的
な
制
度
設
計
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基
盤
整
備
を
す
べ
く
、
特
に
左
記

事
項
に
つ
い
て
早
急
な
取
り
組
み
を
行
な
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 

記 
 

一
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
『
介
護
施
設
の
待
機
者
解
消
』
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
、
介
護
三
施
設
、
特

定
施
設
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
大
幅
な
設
置
拡
大
を
す
る
こ
と
。 

二
、
在
宅
介
護
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
、
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
大

幅
な
拡
充
を
行
う
ほ
か
、
家
族
介
護
が
休
息
を
と
れ
る
よ
う
「
レ
ス
パ
イ
ト
（
休
息
）
事
業
」
も
大
幅

に
拡
大
す
る
こ
と
。 

三
、
煩
雑
な
事
務
処
理
の
仕
分
け
を
行
い
、
手
続
き
を
簡
素
化
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
要
介
護
認
定
審
査

を
簡
略
化
し
、
審
査
期
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
。 

四
、
介
護
従
事
者
の
大
幅
給
与
ア
ッ
プ
な
ど
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が
る
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ

と
。 

五
、
介
護
保
険
料
や
、
利
用
者
負
担
が
高
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
現
在
五
割
の
公
費
負
担
割
合
を
更
に

引
き
上
げ
る
こ
と
。 

 
 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日 
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大
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